
市 議 会 だ よ り 第２３６号（5） 2019年（平成31年）２月９日

　12 月定例会では、20 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、分野ごとにまとめて掲載しました。

久
保
川
隆
志
議
員
（
公
明
党
）

　

真
間
川
左
岸
沿
い
の
八
方
橋

か
ら
京
成
線
ま
で
の
区
間
は
、

桜
の
根
上
り
に
よ
り
、
遊
歩
道

の
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
に
段
差
が
生

じ
通
行
に
支
障
が
出
て
い
る
。

同
区
間
は
「
い
ち
か
わ
真
間
川

堤
桜
ま
つ
り
」
の
開
催
場
所
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急

に
対
策
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
段
差
が
大
き
く
早
急
に
対

策
が
必
要
な
箇
所
は
、
平
板
ブ

ロ
ッ
ク
の
撤
去
に
よ
り
対
応
し

て
い
く
。
そ
の
他
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、
河
川
の
管
理
者
で
あ

る
県
や
市
川
警
察
署
等
の
関
係

機
関
と
対
応
を
協
議
す
る
と
共

に
、
樹
木
医
に
よ
る
調
査
結
果

等
も
参
考
に
、
景
観
や
安
全
性

の
確
保
に
配
慮
し
た
整
備
方
法

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

真間川周辺の整備
桜の根上りで通行に支障 市の対策は
景観や安全性に配慮した対応を検討

道 路 交 通

荒
木
詩
郎
議
員
（
創
生
市
川
第
３
）

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
等
を
踏
ま
え
、

市
は
塩
浜
市
民
体
育
館
の
整
備

を
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
内
容

を
問
う
。ま
た
、塩
浜
１
号
公
園

の
今
後
の
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

答　
塩
浜
市
民
体
育
館
で
は
、

空
調
や
照
明
設
備
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
改
修
や
シ
ャ
ワ
ー
室
の

体
育
館
と
１
号
公
園
の
整
備
内
容
は

快
適
な
施
設
に
向
け
設
備
改
修
等
を
行
う

塩浜地区の施設整備

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
行
い
、

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
も
十
分
対

応
で
き
る
施
設
環
境
と
な
っ
た
。

ま
た
、
塩
浜
１
号
公
園
に
つ
い

て
は
、
設
備
の
改
修
や
駐
車
場

の
舗
装
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置

等
、
安
全
性
の
確
保
と
利
便
性

の
向
上
を
図
り
、
快
適
に
利
用

で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

工
期
は
平
成
31
年
度
か
ら
32
年

度
を
予
定
し
て
い
る
。

大
場　
諭
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
25
年
に
台
風
26
号
が
本

市
を
襲
っ
た
際
は
、
こ
ざ
と
公

園
調
整
池
の
周
辺
で
も
、
床
下

浸
水
や
道
路
冠
水
の
被
害
が
発

生
し
た
。
そ
こ
で
、
現
地
に
お

け
る
治
水
対
策
の
進
捗
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
台
風
26
号
以
降
、
南
大
野

２
丁
目
１
番
付
近
で
は
、
大
柏

川
へ
の
雨
水
排
出
の
た
め
降
雨

こ
ざ
と
公
園
調
整
池
周
辺
の
進
捗
は

排
水
機
能
等
の
改
善
を
図
っ
て
き
た

治水対策

時
の
早
い
段
階
か
ら
ポ
ン
プ
を

稼
働
さ
せ
る
等
の
対
策
を
行
い
、

調
整
池
の
東
側
道
路
で
は
Ｌ
型

側
溝
の
改
修
、
市
道
０
２
３
４

号
で
は
集
水
桝
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
蓋
を
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
に
交

換
す
る
等
、
雨
水
排
水
の
効
率

化
を
図
っ
た
。
尚
、
こ
ざ
と
公

園
調
整
池
は
、
最
大
限
機
能
が

生
か
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
除

草
や
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫
を
定
期
的
に
行
う
。

西
村　
敦
議
員
（
公
明
党
）

　

交
通
不
便
地
域
の
解
消
の
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
新

た
に
導
入
し
、
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
現
在
新
た
な
導
入
要

望
は
あ
る
か
。
ま
た
、（
仮
称
）

妙
典
橋
開
通
に
合
わ
せ
た
新
た

な
南
部
ル
ー
ト
の
開
設
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新

新
た
な
導
入
予
定
は
あ
る
の
か

北
国
分
検
討
中 
南
は
市
民
意
見
踏
ま
え
て

コミュニティバス

規
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

北
国
分
地
域
で
要
望
が
あ
り
、

導
入
に
向
け
て
、
住
民
や
バ
ス

事
業
者
、
市
等
が
協
力
し
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
信

篤
地
域
か
ら
行
徳
地
域
ま
で
を

結
ぶ
新
た
な
南
部
ル
ー
ト
の
導

入
に
つ
い
て
は
、今
後
、（
仮
称
）

妙
典
橋
完
成
後
の
周
辺
状
況
等

を
見
な
が
ら
、
市
民
意
見
を
踏

ま
え
た
上
で
対
応
し
て
い
く
。

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

外
環
道
路
開
通
以
降
、
周
辺

道
路
か
ら
国
道
２
９
８
号
に
進

入
す
る
車
両
に
よ
る
交
通
渋
滞

や
、
高
齢
者
が
横
断
歩
道
を
渡

り
切
れ
な
い
、
あ
る
い
は
遮
音

壁
で
見
通
し
が
悪
い
箇
所
で
事

故
が
起
こ
る
等
、
開
通
に
伴
う

新
た
な
交
通
課
題
が
発
生
し
て

い
る
。
改
善
に
向
け
て
市
は
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

新
た
に
生
じ
て
い
る
課
題
へ
の
対
応
は

関
係
機
関
に
原
因
究
明
と
改
善
求
め
る

外環道路開通後の交通対策

答　
新
た
な
交
通
課
題
に
つ
い

て
は
、
国
が
実
施
す
る
道
路
の

交
通
量
調
査
の
結
果
を
基
に
、

国
や
県
に
対
し
、
渋
滞
原
因
の

究
明
と
改
善
策
の
検
討
を
要
望

し
て
い
く
。
ま
た
、
歩
行
者
用

青
信
号
時
間
の
延
長
に
つ
い
て

は
警
察
に
要
望
す
る
。
更
に
、

副
道
等
見
通
し
の
悪
い
箇
所
で

の
事
故
対
策
に
つ
い
て
も
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

松
井　
努
議
員
（
清
風
会
）

　

行
徳
支
所
の
機
能
に
つ
い
て

は
、
手
続
き
が
支
所
内
で
完
結

し
な
い
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
こ
と
、
庁
舎
に
お
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
問
題
、
更
に

は
災
害
時
の
対
応
ス
ペ
ー
ス
の

不
足
等
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
の
支
所

機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

手
続
き
完
結
し
な
い
等
の
課
題 

ど
う
対
応

あ
り
方
見
直
す
時
期 

急
い
で
研
究
進
め
る

行徳支所の機能強化

答　
行
徳
支
所
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
住
民
に
密
着
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
機
能
」「
災
害
時
に
お

け
る
防
災
機
能
」「
行
徳
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
機
能
」
の
拡
充

を
進
め
た
い
。
支
所
機
能
は
全

て
を
見
直
す
時
期
に
来
て
お
り
、

今
後
の
公
共
施
設
に
は
多
様
な

機
能
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
な
方
針
を
決
め
る
た
め

急
い
で
研
究
を
進
め
た
い
。

佐
藤
義
一
議
員
（
新
し
い
流
れ
）

　

終
末
期
医
療
に
関
し
て
、
病

院
現
場
で
は
、
医
師
は
運
ば
れ

た
患
者
を
救
命
す
る
た
め
全
力

を
尽
く
す
一
方
で
、
患
者
本
人

や
そ
の
家
族
は
そ
れ
を
望
ん
で

い
な
い
こ
と
が
あ
り
、
現
場
の

医
師
が
当
惑
す
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
救
命
を
任
務
と
す
る
救
急

救
命
を
望
ま
な
い
選
択 

市
の
考
え
は

市
川
市
版「
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
」を
導
入

終末期医療と尊厳死

隊
員
が
、
本
人
の
意
思
を
尊
重

し
た
い
家
族
と
の
間
で
板
挟
み

に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
自
分
が
受
け
る
医
療
に
係

る
意
思
表
示
等
を
予
め
書
面
に

残
す
「
市
川
市
版
私
の
リ
ビ
ン

グ
ウ
ィ
ル
」
を
平
成
29
年
10
月

に
公
表
し
た
。
本
人
の
意
思
が

関
係
者
に
切
れ
目
な
く
届
く
よ

う
な
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
が

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

松
永
鉄
兵
議
員
（
創
生
市
川
第
３
）

　

市
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
始
め
、
教
育
や
選

挙
事
務
等
、
各
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
向
け
た
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
。
実
現
に
向
け
た
今
後

の
手
順
や
コ
ス
ト
等
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用

し
て
市
民
生
活
の
利
便
性
を
高

今
後
の
取
り
組
み 

市
の
考
え
は

他
者
の
力
を
活
用
し
コ
ス
ト
圧
縮
に
繋
ぐ

ＩＣＴの活用

め
る
に
は
、
自
前
主
義
を
排
し
、

外
部
の
力
を
活
用
し
て
行
政
の

効
率
化
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

最
終
的
に
は
市
の
コ
ス
ト
圧
縮

に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
包
括
協
定
の
締
結

を
進
め
て
い
る
様
々
な
企
業
・

団
体
や
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
活
用
し
て
、
状
況
を
俯ふ

か

ん瞰
的

に
捉
え
て
問
題
点
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

髙
坂　
進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

国
は
２
０
１
９
年
10
月
か
ら

消
費
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
、

飲
食
料
品
等
に
軽
減
税
率
を
導

入
す
る
他
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
で
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
検

討
し
て
い
る
。
複
雑
な
制
度
で

あ
り
、
特
に
地
域
経
済
を
支
え

る
中
小
事
業
者
へ
の
影
響
が
大

き
い
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

市
内
中
小
事
業
者
に
影
響
大 

市
の
対
策
は

制
度
周
知
進
め
る
他 

負
担
軽
減
策
を
検
討

消費税率引き上げ等

答　
市
と
し
て
も
、
制
度
の
複

雑
さ
に
伴
う
様
々
な
混
乱
や
市

内
事
業
者
の
負
担
が
生
じ
る
と

考
え
て
お
り
、
基
礎
自
治
体
の

立
場
か
ら
事
業
者
の
声
を
国
に

伝
え
、
混
乱
や
疑
問
の
解
消
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
制
度
の

理
解
促
進
の
た
め
の
周
知
活
動

の
他
、
負
担
軽
減
の
た
め
の
支

援
策
の
検
討
を
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
つ
つ
進
め
た
い
。

街 づ く り

行 政経 済


